
1996年4月1日（毎年1回1日いちいち発行）

提供・ポーランドオブジェクト指向開発環境

CBマガジンBorland

APR，1997

園

C十十Bui漢derを

選ぶ
50の理由

●緊急報告ActiveXたけしやない！Deiphi97の魅力㊧徳望報告Java開発が変わる！

JBuilderの真髄●醇紬報告イントラネット構築の救世主！1mtraBuilderの実力

●毎度報告復刊の挨拶菖郎棚触棚［§髄掘出ポーランドが送り出したc／c十十の歴史

Ro88a山
Maki［gDevelopmentEasier

ポーランド株式会社〒151東京都渋谷区笹塚1＿64＿8笹塚サウスヒルTEL．。3＿5350＿9380FAX．03－5350＿9369
＊AiiBorIandproductrameSaretrademarksoIBorIan0両ernatLOnalinc（DB°riand凪ernatrona＝nc＊その他、詩織されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です

ポーランドの搬新聞緋がインターネットでこらんになれます

h競p：〝www，borland，co，jp

ポーランド製i捕こ関する個散は、1品rlandl1－FAXSOrヽil・Cからどうぞ！

TEL：03－5350－9340※プッシュ回綿でご利用ください（、

CBマガジンのBOX番号は“2306’’です。



誌名変更・復刊の挨拶i開発者の生産性を追及するcH晴劇肌副帖
2度あることが3度あり、ふたたび誌名を変更し、復刊する

ことになった。今回は扱う製品やページ数も増え、より多くの

情報を活用していただけると思う。

私的な話で恐縮だが、昨年もっとも印象的だったのはMMX

でもNT4．0でもなくメモリ価格の暴落である。Windows95が

リリースされる頃は、32ビット化でアプリケーションの消費メ

モリが増えメモリが高騰すると予想していたパソコン雑誌もあ

ったが、現実には下落の一途をたどった。たとえば、16MBの

SIMMは昨年の今ごろは5－6万だったが、いまや1万を切る

ような値段である。私も、先日32MBEDORAMが￥17，000だ

ったのでひと組衝動買いしてしまった。

メモリ価格の下落を招いた理由にはWindows95の発売当初

の不振が挙げられているが、皮肉なことにメモリが安くなり

Windows95を快適に使う環境も手に入れやすくなった。直接恩

恵を受けたのは、もちろん消費者であるユーザーということに

なるが、それとてメーカーの宣伝に振り回されているだけだと、

パソコンも「ただの箱」と化してしまうことになる。そうしな

いためには、目的を持った買い物と正しい情報収集が欠かせな

い。もっとも、実はそのことが大変な苦労なのだが。

メモリ価格の下落は、我々開発ツールベンダーも恩恵を受け

ている。もともと、開発ツールはツール自身と作成するアプリ

ケーションのためにメモリが必要になる。

また、Delphiが使っているObject Pascalはすっきりしたも

のだが、C十十コンパイラはC十十自身が持つ機能が多いため（多

重継承やオーバーロード、標準C十十ライブラリなど）、なかな

かメモリ食いになってしまうのである。

C十十Builderも必要メモリ　24MB、推奨32MBとなっている

が、もっとメモリがあればさらによい。とはいえ、1年前だっ

たら32MBのメモリを揃えるだけでけっこう高額になり、ひん

しゅくものだっただろう（もっとメモリを消費する処理系はあ

るが）。しかし、今ならたいていのパソコンが32MBのメモリ

を標準搭載しているし、そもそもそのくらいなければ

Windows95が快適ではない。それこそ、CPUを速いものに替

えるよりメモリを増設するほうが、アプリケーションの快適な

利用に影響することもある。Windows95自身にはまだ16ビッ

トコードが大量に残っていて、そんなにパフォーマンスを高め

られないという話もあるくらいだ。

さて、今年のポーランドは新製品が目白押しである。昨年末

に発売された新製品IntraBuilderや、発売されたばかりの

C十十Builderをはじめ、今後もDelphiの新バージョンやJava
開発ツールJBuildel・が控えている。いずれも、本誌が創刊以来

貫いてきた「開発者の生産性を追及する」という主張にかなう

製品である。ここに掲載しだ情報が、読者の生産性を追及する

ための一助になれば幸いである。

ビシュア焼場

1．C十十言語とビジュアル開発の統合

あらためて述べるまでもないでしょう。C十十Builderの最大

の特長は、C十十のパワーとビジュアル開発の生産性を統合し

たことです。市販のアプリケーションやWindows自身を含

め、多くのアプリケーションがCIC十十を使って開発されて

います。コンポーネントを使った迅速な開発のために、他の

言語を覚える必要はありません。

2．ビジュアルとソースコードを連携させる2Way一丁00I

2Way－Toolとは、ビジュアル開発で設計した内容がソース

コードに反映されたり、ソースコードでの編集結果がビジュ

アル開発に反映されるというものです。ビジュアル開発の機

能がいくらすぐれていると言っても、テキストベースの開発

がおそろかになっていては、プロフェッショナルの利用に耐

えるとは言えません。C十十Builderの2Way－Toolは、あらゆ

る側面で、ビジュアル開発とソースコード開発の両面を支援

します。

3．機能別に分類されたコンポーネントパレット

C十十Builderには90種類以上のコンポーネント（部品）が

登録されていますが、これらはコンポーネントパレットに機

能別に分類されています。このため、画面の貴重な領域をあ

まり占有することなく、アプリケーションを設計できます。

4．ビジュアルなフォームの継承

C十十のオブジェクト指向プログラミングを活かし、フォーム

やデータモジュールを継承して利用できます。単純にコピー

して使う場合と違い、継承元の変更は、そのまま継承先にも

反映され、仕様統一や既存フォームの再利用にも役立ちます。

5．フォームリンク

別のフォームやデータモジュール、あるいはそこに配置され

ているコンポーネントを他のフォームなどから利用できま

す。設計時に、フォーム間でコンポーネントの相互利用でき

るため、プログラミングの手間が軽減されます。

6．データモジュ二ル

データベーステーブルや問い合わせ、コモンダイアログなど

実行時に見えないコンポーネントを配置したり、データ構造

などを設計するためのものです。ユーザーインターフェース

とプログラムロジックを独立させ、モジュール性を高めます。

7．再利用性を強化するオブジェクトリポジトリ

オブジェクトリポジトリ（オブジェクトの倉庫）は、フォー

ムやデータモジュールなど、文字通りあらゆるオブジェクト

を管理しておける場所です。登録済みのフォームを使ったり、

開発中のプロジェクトを登録したりできるので、アプリケー

ションの保守や拡張などにも役立ちます。

2　CBMAGAZINE1997April



8．イベントにも対応したオブジェクトインスベクタ

オブジェクトインスベクタは、コンポーネントのプロパティ

だけでなくイベントを設定するためにも利用します。複数の

コンポーネントで同一のイベントハンドラを共用すること

もできます。

9．好みに応じて操作性を変更できるカスタマイズ性

お仕着せの操作性をユーザーに強要するのではなく、ユーザ

ーの使い方に合わせてカスタマイズできるよう、さまざまな

機能をカスタマイズできます。C十十Builderではスピードバ

ーに配置するボタンやコンポーネントパレットの表示、エデ

ィタの配色やキー操作など、多くの設定を変更できるように

なっています。

10・スピードパーやスピードメ二ュ「

メニューバーの左端にあるスピードバーやマウスの右ボタ

ンをクリックして表示されるスピードメニューは、必要なコ

マンドをすばやく呼び出すために便利なものです。位置合わ

せやサイズ調整なども簡単に処理できます。

11．コードエディタ

キーボードマクロやインクリメンタルサーチといった実用

的な機能を持つエディタが組み込まれています。

12．プロジェクトやフォームを容易に作成できるウイザード

MDI／SDI対応のアプリケーションプロジェクトやデータベ

ースフォームウイザードなど、アプリケーションの要素を簡

単に作成する機能が充実しています。

コシガーネン子

13．90種類以上の再利用可能なコンポーネント

C＋＋Builderには、Standard版で90種類以上、Pro飴ssional

版やClient／ServerSuite版では100種類以上のコンポーネ

ントが登録されています。これらのコンポーネントを使って、

広範なアプリケーションをビジュアルに開発できます。

14．プログラミング作業を軽減する充実したプロパティ

スクロールバーの位置や文字列グリッドのセルの高さや幅、

リストボックスやツリービューの項目など、さまざまな情報

をオブジェクトインスベクタを使って設計時に指定できま

す。充実したプロパティがビジュアル性を高め、プログラミ

ングの必要性を減らします。

15．ユニークな拡張コンポーネント

イメージ付きボタンやセル内での編集もできる文字列グリ

ッド、マルチメディアプレーヤー、ビジュアルに設計できる

ポップアップメニューなど便利なコンポーネントを数多く

揃えており、オプションの製品を購入しなくても、最新の機

能を持つアプリケーションを開発できます。

16．Windows95コモンコントロール

Standard版、Pro飴ssional版、ClienuSel・VerSuit，e版のす

べてで、書式付きテキスト編集やページコントロールといっ

たWindows95のコモンコントロールが利用できます。

17．レポート出力をアプリケーションに組み込むQuickReports

完全にアプリケーションに埋め込むことができ、プログラム

でレポート出力を制御できるコンポーネントです。

18．ActiveXコントロールの組み込み

サードパーティ製のActiveXコントロール（OCX）を組み込

んで利用することもできます。

19．IntemetSolutionsPack

Pl・0飴ssional版以上で提供されるインターネット・イントラ

ネットに対応するためのActiveXコントロールです。

20．独自コンポーネントの開発

C十十Builderで利用するコンポーネントをC十十Builder自身

で開発できます。既存のコンポーネントの機能を拡張したり、

すべての機能を開発者が設計することができます。

コンノrイラ

21．32ビット最適化コンパイラ

Pentiumスケジューリングをはじめ、強力な最適化機能を

持つ32ビットコンパイラを搭載しています。

22．高速コンパイラとインクリメンタルリンカ

高速なコンパイラ、プリコンパイルヘッダ、そして新しいイ

ンクリメンタルリンカによって、短時間でプロジェクトを構

築でき、ビジュアル開発の生産性を妨げることはありません。

23．ANSIC十十のサポートと拡張構文

名前空間、テンプレート、演算子オーバーロード、標準C十十

ライブラリなどすべてのANSIC十十の機能を利用できます。

さらに、プロパティを定義するための＿prOpertyやオート

メーションに対応した＿autOmatedなど、ビジュアル開発

に役立つ拡張構文をサポートしています。

24．プログラミングを効率化するクラスや関数

異なる型を保持できオートメーションオブジェクトも制御

できるバリアントクラス、文字列操作を容易にする文字列ク

ラス、日付時間クラス、通貨型クラス、集合クラスなどが定

義されています。C＋十の特長を活かし、多くの演算子オーバ

ーロードが定義されています

25．すべてのWindowsシステムの利用

他の　C／C十十処理系と同様、マルチスレッドなどWindows

95／NTが持つすべての機能を利用できます。コールバック

関数やウインドウハンドルなど、WindowsAPIの利用にも

制約はありません。また、エクスポート関数を持つDLLを

作成したり、利用することもできます。また、C十十を使って

いるため新しい開発キットへの対応も容易です。

テンヤッガ

26．ソースレベル統合デバッガ

トレース実行やステップ実行をサポートした、ソースレベル

の統合デバッガが組み込まれており、アプリケーションの問

題を検出するために役立ちます。マルチスレッドにも対応し

ています。

27．式の指定や表示形式を指定できる監視式

プログラムの停止中に値を監視したり、即座に式を評価する

ために、－任意のC十十式を指定できます。表示形式を指定し

たり、デバッグ情報の付いた関数を呼び出すこともできます。

28．条件式やパスカウントを指定できるブレークポイント

ブレークポイントでは、条件を満たしたり指定した回数通過

した場合だけ停止させるということを設定できます。

29．CPUビュー

逆アセンブルリストやレジスタを表示できるCPUビューに

よって、機械語レベルでのデバッグもサポートします。

30．例外の発生によるデバッガの呼び出し

ビジュアル開発環境でプログラムを発生中に例外が発生す

ると、自動的に開発環境に戻って停止させられます。
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データベース勉酉

31．コンポーネントベースのデータベース開発

C十十Builderに組み込まれている20種類以上のコンポーネ

ントを使って、データベース対応のアプリケーションをビジ

ュアルに開発できます。テーブルや問い合わせ、ストアドプ

ロシージャのそれぞれについて専用のコンポーネントがあ

り、項目エディタを使えばドラッグ＆ドロップを使ってフォ

ームを設計することもできます。また、レコード操作やイメ

ージ表示など多彩な表示用コンポーネントが提供されます。

32．選択リストを指定できるデータベースグリッド

データソースの内容をグリッド形式で表示するデータベー

スグリッドでは、項目ごとに選択リストを指定しておき、ユ

ーザーがコンボボックスを使って項目を選べます。

33．マルチオブジェクトグリッド

Pro危ssional版以上では、複数のレコードを表示するために、

他のデータベース対応コントロールを配置して、複数のレコ

ードを表示させるマルチオブジェクトダ）ッドが提供され

ています。

34．テーブルの結合や複製を行なうパッチムーブ

テーブルを結合したり複製するためにバッチムーブコンポ

ーネントが使えます。オブジェクトインスベクタやスピード

メニューを使えば、設計時にも結合や複製を実行できます。

35．設計画面でのデータ表示

C十十Builderでは、コンポーネントを使って作成したデータ

ベース対応のフォームに、実際のテーブルや問い合わせの内

容を表示できます。このため、わざわざプログラムを実行さ

せることなく、設計時にコンポーネントや個々の項目の大き

さを細かく調整し、見やすく使いやすいアプリケーションを

作成できます。

36．BorIandDatabaseEngine

C十十Builderに組み込まれているBorlandDatabaseEngine

㊤DE）によって、dBASEn，aradoxlテキスト形式のデータを

処理できます。また、Pl・OreSSional版ではODBC接続に対

応し、さらにClient／ServerSuite版ではSQLLinkを使っ

て直接SQLデータベースに接続できます。これらのデータ

処理は、BDEによって共通化されています。

37．キャッシュアップデート

データベースに対する編集をデータベースエンジンでキャ

ッシングすることで、まとめて適用したり、編集を取り消す

ことができます。とくに、クライアントIサーバーアプリケ

ーションの開発においては、問い合わせの処理が局所化され

パフォーマンスが向上します。

38．データベースセッション

マルチスレッドを使ったバックグラウンドでの問い合わせ

など、独立したデータベースセッションが必要な場合も、コ

ンポーネントを使ってビジュアルに開発できます。

39．データベースエクスプローラ

テーブルやユリアスを参照・編集できるユーティリティです。

テーブルや項目をフォーム上にドラッグ＆ドロップして、デ

ータベース対応のフォームを設計することもできます。

ClientIServerSuite版に付属しているSQLエクスプローラ

では、ストアドプロシージャやトリガーのようなメタデータ

を参照することもできます。

40．データディクショナリ

Pro危ssional版以上でサポートされているデータディクシ

ョナリを使うと、複数のアプリケーションで共通に使いたい

データベース固有の属性を設定しておけます。

41．データベースデスクトップ

新しいテーブルやQBEによる問い合わせを作成したり、テ

ーブルの編集やコピーをサポートしたユーティリティです。

42．LocaIInterBaseServer＆InterBaseServer

Profbssional版以上で提供されるI．ocalInterBase Server

を使うと、スタンドアロン環境でクライアントlサーバース

タイルのアプリケーションを開発できます。また、Client

／Server Suite版では、開発とテストの目的で4ユーザー版

のInterBaseServerが提供されます。

43．SQLLinkおよび再配布権

Client／Sel・Vel・Suit，e版で提供されるInterBase、Oracle、

MS－SQLSel・Ver、Sybase、InR）rmix、DB2に直接接続し、

高速にデータを処理するためのミドルウェアです。開発した

アプリケーションとともに再配布でき、追加のロイヤリティ

は不要です。

44．SQLモニタ

ClienuServerSuit，e版にバンドルされている、SQLのパフ

ォーマンスを調査するためのツールです。

45．VisuaiQueryBuiIder

Client／Server Suite版にバンドルされている、問い合わせ

コンポーネントから呼び出し、ビジュアルに問い合わせを設

計するためのツールです。

46．DataMigrationWizard

Client／Server Suite版にバンドルされている、ローカルデ

ータからSQLデータベースへのテーブルをアップサイズす

るためのツールです。

47．インストーラ作成ツールinstaIIShieIdExpress

Pl・OreSSional版以上に添付されるInstallShieldExpressは、

アンインストール対応のインストーラをダイアログボック

スを使った簡単を設定で作成できます。

48．Windowsメッセージを追跡するWinSight32

Professional版以上に添付されるWinSight32を使えばシ

ステム上のすべてのウインドウに関する情報やWindowsメ

ッセージを追跡でき、アプリケーションの問題をシステムレ

ベルで調査できます。

49．VCLソースコード

Pro飴ssional版以上では、コンポーネントライブラリのソー

スコードが提供されます。コンポーネントの動作をリバース

エンジニアリングをせずに、ソースコードで確認できます。

VCLは、ObjectPascalで書かれています。

50．PVCSパージョ二ングエンジン

Client／Server Suite版では、チーム開発とバージョン管理

を支援するPVCSバージョニングエンジンが組み込まれて

います。

ここに挙げた以外にも、ビットマップやアイコンを編集するためのイメージエディタや開発環境に独自の機能を組み込むOpen

T。。IsAPIなどユニークな特長は数多くあります。もちろん、特長の数が多ければよいというものではないでしょう。C十十Builderの

真価は、これらがすぐれたアプリケーション開発のために使いやすく統合されているところにあります。
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クライアントサーバーVS。イントラネット

企業内でデータを共有する手段として、TCPnPベースの

WWW技術を応用したイントラネットがクローズアップされて

久しい。そして、あらゆる開発ツールがHTML対応やイントラ

ネット対応を打ち出し、まるでクライアントlサーバーシステム

の時代が終焉を向かえ、今後はすべての業務システムがイント

ラネット上に構築されるような騒ぎである。

しかし、日常の業務の多くはクライアントlサーバーシステム

で稼動しており、また、今後も多くのクライアント／サーバーシ

ステムが構築されるはずである。

では、Webブラウザーをクライアントプラットホームとした

イントラネットは、どのように利用されているのか。

答えは情報系システムである。

図1は、企業内で利用される業務システムを基幹系と情報系

に大別したものである。基幹系ではメインフレームやDBMSと

の結び付きが強く、情報系では基幹系のデータを参照するシス

テムが多い。また、現在では基幹系も情報系もクライアント／サ

ーバーシステムが中心である。ポーランドでは、DBMSとの結

び付きの強い基幹系はクライアント／サーバーシステム、データ

参照の多い情報系をイントラネットシステムで構築するゾ）ユ

ーションを提案している。また、クライアントIサーバー開発ツ

ールとしては、Delphi、C十十Buildel・、そしてイントラルツト開

発ツールとしてはIntraBuildel・を提供している。

図1．社内システムの大別
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≡i霧
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憫察システムとば

情報系システムの代表格は、部署間でのデータ共用である。

たとえば、部門単位で発信する情報を社内に公開しすることで

ある。部門サーバーでは、次のようなデータベースを構築して

いることが多いのではないだろうか。

営業部門　　　売上予測金額と売上実績金額の報告

技術部門　　　製品開発スケジュール

製造部門　　　製品在庫数の報告

そして、これらの情報に関する問い合わせは、予想以上に多

いものである。部門サーバー上に小規模Webを構築し、部門単

位でイントラネットサーバーを用意すれば、部署間でのデータ

共用は著しく向上するはずである。

なお、部門サーバーで運用する小規模Webであれば、

Windows NT Server4．0＋IntemetInR）rmation Serverと、

IntraBuilderProfもssionalの組み合わせで構築できる。

mf略Bu〃めrの細々

情報系イントラネットを構築するIntraBuilderは、作り置き

のHTMLを生成するHTMLエディターではない。サーバーPC

内でWebサーバーと共に動作するIntl・aBuilderサーバーは、

DBMSと連携して最新データを反映した動的なHTMLを随時

生成するWebデータベース開発システムである。常に、最新デ

ータをクライアントプラットホームのWebブラウザーから閲

覧でき、HTMLを更新（メンテナンス）する手間は不要である。

IntraBuilderの仕組みは、図2のようになる。

1．WebブラウザーがWeb（HTTP）サーバ一日ご情報を要求する。

2．Webブラウザーが受け取った要求を、IntraBuilderブロー

カーがInt，raBuilderエージェントに伝達する。

3．JavaScl・ipt－→HTML変換エンジンであるIntraBuilderエー

ジェントで、IntraBuilderデザイナーで作成したフォーム

かレポートを実行する。

4．フォームとレポートは、データベースとl）ンクしているので、

BorlandDatabaseEngineを通じて最新データを取得する。

5．IntraBuilderエージェントが、最新データを含んだフォー

ムスタイルかレポートスタイルのHTMLを生成する

6．生成されたHTMLは、IntraBuilderブローカーとWebサ

ーバーを経由して、Webブラウザ一に返される。

この仕組みによって、最新データを反映した動的なWebパブ

リッシングが実現できるのである。

図2．IntraBuilderの仕組み
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③フォームlレ
ポートの実行
④データの取得
⑤HTMLの生成
⑥情報の転送
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必残，厄VaScIゆ書を鰯

IntraBuildeI・の最大の特徴はカスタマイズ言語にJavaScript

を利用することだろう。JavaScriptは、動的なホームページを

作成するためにネットスケープが開発したスクリプト言語であ

り、Webブラウザー上でフォーム内のデータ処理やページウイ

ンドウの表示などを制御でき、NetscapeNavigator2．0以降と、

MicrosoftInternetExproler3．0以降で利用することができる。

IntraBuilderでは、IntraBuilder用に拡張したJavaScriptを

搭載し、カスタマイズ用のスクリプト言語として利用できるの

である。拡張JavaScript，は、データ処理やプログラミングの効

率を向上させるため、データベースを管理するクラスとオブジ

ェクトの継承やサブクラス化の言語要素が追加されている。

また、テーブルのデータをWebブラウザ一に表示する画面、

データを更新する画面、クエリー（検索）を行う画面を作成する場

合に利用するビジュアル開発ツールは、JavaScriptコードを自

動生成する。これらのカスタマイズも同一の拡張JavaScl・iptが
利用することができる。

どジ●エア仙籍発ツール

先に紹介したビジュアル開発ツールは、フォームとレポート

の2つのデザイン機能を持っている。画面lは、フォームをデ

ザインするフォームデザイナーである。このフォームデザイナ

ーには、簡単な操作でひな型を作成できる「エキスパート」と、

プロパティの入力補助を行なう「ビジュアルプロパティビル

ダ」が用意されている。この2つのツールを利用すれば、ほと

んどコードを記述することなくフォームを完成することができ、

適切なJavaScI・iptコードが自動生成される。また、フォーームデ

ザイナーには2Way－Tool機能が搭載されているので、フォーム

デザイナーが生成したコードにエディタで変更を加えた後、再

び、フォームデザイナーに読み込みなおしてビジュアルにプロ

グラミングできるのである。

画面1．フォームデザイナー
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2Way－Tool機能は、ビジュアルツールによる易しい操作性を

実現しつつ、エディタによるプログラミングの柔軟性を損なわ

ないものである。幅広い開発者がi央適に利用できるインタフェ

ースであり、筆者は、プログラミングの生産性を最大限に発揮

することができる機能として2Way－Toolに注目している。ポー

ランドではDelphi、VisualdBASEでも2Way－Tool機能を提供

しており、テキストベースでの使いやすさにも注意が払われて

いることは好ましい。

画面2は、レポートデザイナーで作成した、従業員別の売上

予測金額と売上実績金額の差を把握するレポートである。これ

は、レポートエキスパートで作成したひな型に、少々手を加え

たものである。

次ページのリストは、画面2のレポートに検索条件を与える

フォームのソースコードである。このコードは、フォームデザ

イナーで年月と従業員番号を入力するフィールドとプッシュボ

タンをビジュアルに作成し、少々手を加えている。

上記のようなフォームとレポートの作成は短時間で終了する。

フォームとレポートを部門サーバーのWebサーバーPCにコピ

ーし、WebサーバーソフトとIntraBuildel・エージェントを起動

すると、画面3、画面4のようにWebブラウザーからHTML

化されたフォームやレポートを利用できるようになる。

画面2．レポートデザイナー

画面3．HTML化されたフォーム

選饗 畿 懸 蟻 擬 態 鰯騒 態綴 綴態 、．．．，，、・÷　 ・燃

議
海

？Y 空耳竺

＼∴∴∴立証 「；
慈 蕊熊

∴＼∴＼＼＼＼∴六㌧∴箋 ∴ 態 ＝

∵
・溶・′ 綴；※

∴
滋

．，霧

∴

…懸 慾怒熱・．．，、・，総 総溺憲一25　 態 烈撼・∵∵「 ∴ ∴ ∴ ∴
謙 一

∴言．し ＼ヾ∴∴ ∴∴：∴ ∴∴ヾ ： ノ：・、・ 憑総
：∵∴ ：∴∴三言 ∴∴＼＼∴ ∵ ∴一 ＼∵∴

慾

∴
・，熊ミ決　∴∴

：・一一∴　 ＼＼∴∴∴

∴∴

綴綴畿嬢懇　 －

，全うシ‾
’藤 懸 義華轟繁 藤 綾織 擬 態懇態態懸※薫き綴 綴葦畿

画面4．HTML化されたレポート
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雛祭できる鵬bデータ／ヾ－えのj物質

IntraBuilder　には、Intl・aBuilder（標準パッケージ）、

IntraBuilderPro危ssional、IntraBuildel・ClientlServerの3種

類の形態があり、構築するWebデータベースの規模により、利

用するパッケージが異なる。パッケージ毎の想定規模は、表1

の通りである。

表1パッケージ毎の想定規模

In tra B uilder 想定サーバ機種と台数 想定同時接続数

（標準パッケージ） W in 9 5lN T X 1 台 ～　 5 ユーザー程度

P ro範婚Sio n al W in N T　X 1 台 －2 0 ユーザー程度

C lien tIS erV er W in N T　X　2 台 ～50 ユーザー程度

IntraBuildel・（標準パッケージ）は、「IntraBuildel・の仕組み」

で触れたIntraBuilderエージェントがシングルインスタンスの

ため、大量のデータ処理には不向きである。しかし、

Intl・aBuilder Pro飴ssional　とIntraBuilder ClientIServer　の

Intl・aBuilder　エージェントはマルチイ　ンスタ　ンスで、

WindowsNT上に複数起動できるので、スループットを維持し

たまま大量のデータ処理を行うことができる。また、

IntraBuilderClient／ServerのIntraBuilderブローカーは、複数

台のWindowsNTマシンに対するディスパッチ機能を持ち、サ

ーバーPC1台あたりの負荷を分散するとともに、同時接続ユー

ザー数を拡大することができるのである。

リスト1検索フォームのソースコード

／／tEnd Headerlコメントは削除できません／／

／／生成97．03．26
／／

▼ar f　＝　netJi SalesForm（主

王．0pen（）i

claBe SalesForm extends Form t

9ith（this）t

height　＝10i

left　＝　Oi

tOp　＝　Oi

Width　＝　59．4286；

title　＝　－i一・

）

tJith（this．rulel　＝　neV Rule（this））t

left　＝1；

top　＝　2i

Size　＝　2i

right　＝　56；

）

tpith（thie．h亡mll　＝　neY HTML（this））t

height　＝1．2；

left　＝1i

top　＝　0．5i

Width　＝　55i

C010r　＝I●blue‘Ii

fontName　＝i－MS Pゴシックーii

text　＝ii＜H3＞検索する年月と従業員番号を入力してく

ださい＜／H3＞iIi

l

tJith（this．htm12　ニ　neV HTMI．（this））t

height　＝　0．95；

left　＝　4i

tOp　＝　3i

Width　＝12i

C010r　こ．一blue一一i

fontName＝l・MS Pゴシック”i

text　＝・・年月：一㌦

Vith（thig．htm13　＝　neW HTML（tbis））t

heighと　＝　0．95；

left　＝　4i

tOp　＝　4．5i

Width　＝12i

C010r　＝iiblueii；

fontName二・・MS Pゴシック”；

text　＝ii従業員番号：・ii
l

VittL（this．textl　＝　netlr Text（tbie〉〉t

left　＝17i

tOp　＝　3i

Width　＝12i

l

Vith（thie．texと2　＝　ne調・Text（thiB））t

left　＝17；

top　＝　4．5i

Width　＝12；

）

trith（thiB．buttOnl　＝　neW ButtOn（thiB）〉t

OnServerClick　＝　tiVar

SearChMonth＝form．textl．valueiVar

SearChNo＝form．text2．value；＿SyS．rePOrtS．run（i－SALE

S．JRPli，1，1，SearChMonth，SearChNo））i

lefこ　こ17i

top　＝　6i

Width　＝17i

text　＝”レポートSALES‖i

l

Vith（this．htm14　＝　neV HTMI．（this））t

height　＝　0．95；

left　＝　30i

tOp　＝　3i

width　＝　20；

C010r　＝iIblack‖i

fontName＝・iMS Pゴシックiii

text　＝ii（入力例：97．01）当

）

With（thiB．htm15　＝　neV HTML（this））t

heigh亡　＝　0．95；

left　＝　30i

tOp　＝　4．5i

Width　＝　20i

C010r　二．－black．Ii

fontName＝・IMS Pゴシック・一i

text　＝　当入力例：E3－25）iii
）
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ばがめん＝

まずお断りしておかなければならないのは、Delphiの次バー

ジョンは表紙に書かれている「Delphi97」ではなく「Delphi3」

になりそうだということである。もちろん、正式なアナウンス

は何もないが、現在のベータ版の表記からは、そのような製品

名に決まる可能性が高い。そして、Delphil．0、Delphi2．0が「ホ

ップ」、「ステップ」ならばDelphi3．0はまさに「ジャンプ」

に相当するバージョンだと言えよう。

正直なところ、Delphi1．0でユーザーから寄せられた要望の

ほとんどはDelphi2．0で実現されていたと思う。特に、（性能

はともかく）他のツールで実現されていたフォームの継承やド

ラッグ＆ドロップによるデータベースフォームの設計などが、

実用的な形で実装された点は大きいだろう。

また、Delphi1．0で他のフォームを利用するためにプログラ

ムコードが必要だった点も、フォームどうしを関連づけるフォ

ームリンクによって、よりスマートに解決された。今では、た

だ別のフォームを利用しやすくなっただけでなく、そのフォー

ムにあるコンポーネントまで参照したり、データモジュールに

よって非ビジュアルコンポーネントなどを組み合わせたアプリ

ケーションロジックを抽象化するための仕組みさえある。

逆に、いまなおDelphiの機能に追いついていないビジュアル

開発ツールは多い。たとえば設計画面で実際のデータを確認

するというごく基本的なことでさえ、できないツールがほとん

どである。たしかに、ちょっと設計して、ちょっと実行してみ

るというのはビジュアル開発ツールの魅力である。だから実行

してみればよいわけだが、アプリケーションが大規模化する状

況において、大きなプロジェクトになってから同じことをする

のは、なかなか骨の折れる仕事である。Delphiなら設計フォー

ムで確認できるので、そんな手間は不要である。このことひと

つだけでも、Delphiがどれだけアプリケーション開発の設計を

簡単にしているかを想像していただけるだろう。

そして、Delphi3である。

Delphi3でも、もちろん「こんな機能が欲しかった」という

新機能はあるだろう。しかし、予想さえしなかったもので「な

るほど、これは便利だ」と思わせる機能も、数多く見つけられ

るとはずである。いずれも、ユーザーニーズに応えるだけでな

く、新しいソリューションを提案するポーランドならではの機

能と言ってもよい。Delphi3を手にしたとき、もはや手放せな

いツールになること請け合いである。

とりあえずAc〟veX

「ActiveXだけじゃない！」とはいえ、やはり　ActiveXを紹

介しないわけにはいかないだろう。

Delphi3はActiveXコントロールの作成、Activeフォームの

作成、Activeドキェメントをサポートする。この中でActiveド

キュメントは、従来のOLEContainerにインターネットを経由

したオブジェクトを扱える機能を追加したものである。

ActiveXコントロールは、かつてOCXと呼ばれていた汎用的

な部品の仕様である。Delphiは、通常Delphi専用の部品（コ

ンポーネント）を使う。これは、Delphi自身で作成されており、

実行形式ファイルに直接組み込まれるので処理速度も速い。し

かし、VisualBasicをはじめとする他のツールでは利用できな

かった。せっかく作ったのだから他でも使えるようにしたいと

思っても、ActiveXコントロールを作るのは、かなり高度な知

識が必要であり、開発者も限られていた。

それこそ、市販されるものでなければ、Delphiのコンポーネ

ントの方が作りやすいので、ActiveXコントロール（OCX）よりも

多く出回っていると言われることもあるくらいである（インタ

ーネットを利用できる人は、htt，p：lIwww．delphi32．com／を参照し

てみてほしい。英語版ではあるが、山のようなコンポーネント

に出会えることだろう）。

Delphi3のActiveXコントロールの作成機能は、Delphi用の

コンポーネントをActiveXコントロールに変換してしまうもの

である。ウインドウハンドルを持っていなければならないなど、

コンポーネントを作成するときの上位クラスにいくらか制約は

あるものの、とにかく作ったコンポーネントをマウス操作だけ

で、ActiveXコントロールに変換できてしまうのである。

［新規作成］ダイアログのActiveXページ
毎 時 中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 藤 ；

〇一∴ 、r‾

ノ●ヽ｝
： 翻 ∴ ＄ ∴ e ∴ 〆∴ ＄ ：：

翻A。t読 フォーム　 泌芯 論策∴∴ l i，。×　 ト トトシ，ン∴灯フライ〕男

薫■　　　　　 ；］ント叶屈　　 ラ石弓リ∴ ∴えが亮か
＼：

瀾∴ lドッ

∴∴蜜‘

∴

秘 ミ製逐：
＼：謡 ∴∴＼一本 も＼竜 ∴∴ふ ‘、灘綴．．　ミ；・，

綴緩 灘懸 萎重態綴饗擬 態蕊、．，

Activeフォームは、インターネットエクスプローラ　3．0のよ

うなブラウザで表示できるActiveXコントロールと考えるとわ

かりやすいだろう。だが、その名の通りコントロールではなく

フォームである。つまり、Delphiのコンポーネントではなく、

Delphiのフォームデザイナを使って設計したものが、IE3．0で

表示できるわけである。もちろん、WINTEL（Windows＋Intel）

に依存することになるが、その自由度ははかりしれない。

Delphi3でのActiveXの対応は、かなりハイレベルなもので

ある。最先端の機能を提供するだけでなく、使いやすい形で実

現するというポーランドの方針に偽りはない。

ただ、一般論としてActiveXに依存し過ぎるのは禁物である。

特に最近話題になっているが、インターネットでのセキュリテ

ィは完璧ではないからである。

なお、ActiveXコントロール／フォームの作成は、Pro鳥ssional

版以上でサポートされる。
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コードエディタの人力責務衡鰐

Delphiのエディタは、他のツールのエディタに比べてはるか

に強力な機能を持っている。キーボードマクロ、矩形ブロック、

構文強調表示、大規模なテキストの編集、複数ウインドウでの

表示など、プロフェッショナルの要求に耐えうるものだと言え

る。これは、ポーランドが10年以上にわたる統合開発環境の歴

史において、ソースコード開発の効率に大きく影響するエディ

タの操作性を重視してきたためでもある。

Delphi3は、さらに翔び抜けた機能を提供している。

画面2に示しているのは、Code Completionという機能であ

る。これは、コンポーネント名を入力してピリオド（．）を入力

したときなど、オブジェクト名の後ろにピリオドを入力すると、

自動的にそこで使えるプロパティやメソッドの一覧を表示して

くれるというものである。

CodeCompletion
謙一十十一　　　　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　 醍醐

∴　 ∴短 諒：∵∴

；・灘 O cedur TF orm Bu ttonlClick （Sender ：TObject主 繋

∴

pl
b og in

∴∴．＼＼

：、 9n d．

∴＼：

町境品h

p Oeedu

LoelJrrom Strea〃＝procedure（Stne

MoYe ：prOeedLJTe（curindex ：htegeI：
博士藻

Ner菅笠ed
i 鱒ふさed廿 、Sa●flt Sを●種〇二PrC屯d hIe（S極8 iTSをeeh ）．

「．∴　㌻ 甲暖心かe　隷IT鍬くけ∞eduenで×：iC肘）　 ≡軽態

渋，＿．　　 慈幾重終ミ姿
渋　　 緩慾緩轡懸緩縫製懸懸鬱饗 懸畷 藤懸 懸懸．

あまり知られていないように思うが、Delphiのエディタはコ

ンポーネントの名前からコンポーネントの型を判別する機能が

ある。たとえばEditを配置していたら、それがHelloという

名前であろうとGoodbyeという名前であろうと、プログラム上

のHelloやGoodbyeのところでFlIを押すと正しくEditのヘル

プが表示される。

Code Completionは、プログラム中に入力されたオブジェク

トの名前から、どのオブジェクト型が対象であるかを判別し、

自動的に名前をリストアップしてくれるのである。メソッドの

名前は分かっていても、引数の順序がわからないとか、プロパ

ティの正確な綴りが思い出せないといったときにも、いちいち

オンラインヘルプを呼び出す必要がなくなる。

CodeCompletionは、VCLに組み込まれているコンポーネン

トやライブラリだけでなく、今プログラム中に入力しているフ

ォームやクラス、レコードにまで対応している。わざわざ、カ

スタマイズの手間を書けなくても、自動的にすべての名前をリ

ストアップしてくれるのである。

また、CodeParametersという機能は、関数名やメソッド名

の後ろに左かノコー（0　を入力すると、自動的に引数の型を表示

してくれるというものである。

CodeTemplatesは、あらかじめ定義されている短縮入力を呼

び出す機能である。たとえば∵£叶bと入力して［CTRH＋即を押

すと、次のプログラムがエディタに埋め込まれ、めrの直後にカ

ーソルが移動する。

for∴：二　七〇　do

begin

endi

めrだけを入力すれば、該当するものが複数あるので、リスト

が表示され、そこから選べるようになっている。また、自分で

短縮入力したい文字列を登録することもできる。

これらの機能は、プログラム入力時のスペルミスを減らし、

信頼性の高い開発に役立つだろう。

妨しいコンポーネント

Delphi3には、130個以上のコンポーネントが提供されてい

る。だが、問題は数ではない。数を増やすだけなら、つまらな

いものをいくつか用意しておけば済むからだ。Delphiの凄いと

ころは、これらのコンポーネントが、どれもビジュアル性に富

み、ユニークな機能を提供していることにある。

別のセクションで詳しく紹介するものもあるが、新しいコン

ポーネントをいくつか取り上げてみよう。

●　Splitter（払dditional］ページ）

フォームをパネルで分割したいが、「分割した領域の大きさ

を実行時に変更したい」という要望はこれまでにもあった。こ

れまでは、マウスのイベントを処理したり、分割する領域のた

めにパネルを使うといった工夫が必要であった。Splitterは、

まさにこの分割線の機能をサポートするものである。

Split，terコンポーネントの例
準）一 ・・1　日∵∴二

騒 ぺ∵：；漆
子

i
i
i

∴∴＼ヾ立言予言＼∵ ∴∴＼言上∴∴

擬

態

’食、

鵜
∵∴ ；

∴　 ∴

態 ．、、
∵

；∵＼＼∴

㍉∴
態懸’　 態 高熱

し∴．擬 態 韻 懸 態 蕊
∴＼：∵∴ ＼ヾ

＼ヽヽ
選綴 …，懸 遼懸 ．、：

●　Animate（tWin32］ページ）

エクスプローラでファイルを削除するときなど、ファイルを

ごみ箱に放り込むアニメーションが表示される。これをアプリ

ケーションで使うためのコンポーネントである。また、これも

Delphiの特長的な機能であるが、ちゃんと設計時にどんなアニ

メーションが表示されるかを確認できる。

Animateコンポーネントの例
較 一　一題 ，）皇　　　　 ＿　　　　 藤田醗

態ミ：

黙示

∵ ：∴ ∴ ∴ ∴：∵ 「　 ∴

、畿綴灘　　　　　　　　 波態，．，
※懸績擬態懸懸、　　　 慈※※滋滋※荻秋群

●　TooIBarlCooIBar（［Win32］ページ）

インターネットエクスプローラ　3．0を使われたことがある方

なら、そこで使われているツールバーが簡単に設計できると考

えてもらうとよい。TooIBarは、配置されているボタンなどの

コンポーネントの位置や大きさを自動的に調整し、マウスカー

ソルが移動するとボタンを浮ざ出させるということもできる。
Coolbarでは、ツールバーのような他のコントロールを配置

しておき、左隅のグリップを使って全体を移動できる。

画面5．TooIBarlCooIBarを組み合わせた例
・、・11、 年言上“ 吊 1 日　　　　　　 、∴ ．．、i…＿＿、、川i＿畢 駐 韓

一∴
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：蕊
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溌
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i∴∴∴∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴

十 ㌧ ∴ ． ∴ ∴ ∴

＼
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∵
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繚
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●　その他

複数のチェックボックスをまとめて扱えるCheckListBox、ウ

インドウハンドルを持つテキスト　StaticText、日付と時刻を設

定するためのDateTimePicker、イメージプレビュー付きの

OpenPictureDialog／SavePictureDialogなどがある。
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ノrッケージ

ネイティブコードと言いながら、ランタイムDLLを必要とし

ているものもある中で、Delphiがネイティブコードを生成し、

単独で実行できるアプリケーションを作成できるのは大きな特

長である。しかし、この特長のおかげで実行形式のファイルに

すべてのコンポーネントが埋め込まれるため、最低でも200KB

程度の大きさになってしまうというのが残念という声があった。

Delphi3は、この間題をスマートに解決した。それがパッケ

ージである。

パッケージとは、コンポーネントライブラリをDLLとして提

供するものである。もちろん、ランタイムインタープリタDLL

のように実行速度が遅いものではない。ちょうど、VisualC十十

やBorlandC十十がMFCやOWLのDLLを提供しているような

ものである。

32ビットでは、DLL内の関数の呼び出しにおけるオーバーヘ

ッドはほとんどないので、コンポーネントライブラリをDLLと

して利用する場合にもほとんど速度は低下しない。この機能は、

特にActiveXコントロールのように複数の部品を配布する場合

や、Activeフォームのようにネットワークのトラフィックに気

を使わなければならない場合に大きな意味を持つ。

もちろん、通常のアプリケーション開発でも役立つだろう。

ごく簡単なプログラムの場合なら、パッケージを使って10KB

程度のサイズになるのた。

マルチデータペースエンジンのサポート

Delphiでデータベースアプリケーションを作製する場合、

Borland Database Engine①DE）でサポートされている範囲の

処理であれば通常は問題ない。製品形態にもよるが、BDE　は

dBASEIParadox／テキスト、32ピットODBC、InterBaseIOl・aCle

／MS SQL ServerlSybase月nfbrmix／DB2へ直接接続するSQL

Linkなど幅広いデータに対応するスケーラビリデイがある。

だが、独自のデータ形式を扱うにはどうすればよいか。従来、

Delphiのコンポーネント辞は、BDEに依存する仕組みを持って

いたので、データアクセスとデータ表示コントロールの両方の

コンポーネントを作製する必要があった。

しかし、Delphi3ではデータ処理部分からBDEに依存する

部分を取り除き、抽象化している。つまり、BDEを使わないデ

一夕ベースエンジンを自分で提供すれば、そのデータベースエ

ンジンを使ってDBGridやDBEditのようなビジュアルなコン

ポーネントを利用できるのである。

もちろん、レコードの編集やキャッシングを行なう独自のデ

ータベースエンジンを提供することはたやすいことではないだ

ろう。だが、手元に独自のデータベースエンジンがあるなら、

それに少し加えるだけでDelphiの強力なビジュアルコンポー

ネントが利用できるようになるのた。たとえば、Delphi3

ClientIServerSuiteでは、この機能を使ってBDEでなくリモー

トサーバーからデータを受け取る抽象的なデータセットを実現

している。これにより、3層（多層）アプリケーションの開発

にもデータベースコンポーネントが使えるのた。

7teChaTfとQuiekF）epoI誌2LO

いままで、Delphiに組み込まれていたチャート（グラフ）の

機能は、Chart，FXやFirstImpressionのようなActiveXコント

ロール（OCX）だけだった。これらの最大の問題点は、あくま

でもサンプルとして提供されたものであり、しかも英語版であ

るため日本語の利用に制約があったということである。

だが、Delphi3には新たにTeeChartというチャート用のコ

ンポーネントが追加された。TeeChartでは、棒グラフや円グラ

フなど11種類の表示形式を使い、任意のグラフを重ね合わせた

り、立体化や見出しの位置など詳細なスタイルを設定できる。

画面6．Chartの使用例
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TeeChartには、データベース対応のDBChartやレポート出

力用のQRChartがあり、幅広い用途に利用できる。TeeChart

は、Profもssional版以上で提供される機能である。

また、レポート出力を設計するためのQuickRepol・tSは、バー

ジョン2．0になり全面的な改良が施された。QuickReportsは、

もともとコンポーネントとして実装されているため、イベント

ハンドラなどを活用して、レポート出力を完全に制御できる。

新しい　QuickReports　では、レポート出力の核となる

QuickRepコンポーネントは、フォーム上にグ）ッドを表示する

ビジュアルコンポーネントになった。この上に、レポート出力

用のコンポーネントを配置でき、従来よりもずっとわかりやす

くなっている。また、詳細なレポートを設計するためのコンポ

ーネントや書式付きテキストを扱うコンポーネントなど、かな

り拡張されている。

さらに、レポート出力は、ただ印刷するだけでなく、テキス

ト形式やHTML形式でエクスポートできるようになっホ

QuickReportウイザードを使えば　テーブルを参照するレポ

ートフォームを簡単に作成できる。

画面7．QuickReports2．0の使用例
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DecisjbnCube

DecisionCubeは、Delphi3Client／ServerSuiteで提供され

るコンポーネント韓で、多次元のデータ解析を実行し、特定の

目的に対応した調査に利用したり、重要な意思決定を求められ

るユーザーに高度な情報を提供する。Decision Cubeのクロス

タブは、コンポーネントで提供されていることで、アプリケー

ション固有のデータ解析のためにカスタマイズでき、前述の

Activeフォームでも利用できるため、Webブラウザでダイナミ

ックに変換する情報を表示させたい場合にも利用できる。

Decision Cubeを使うのは、非常にやさしい。まず、問い合

わせのためのDecisionQueryというコンポーネントをフォーム

に配置し、ダブルグ）ックしてDecisionQuel・yEditorを呼び出

す（画面8）。

画面8．DecisionQueryEditor
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ここで、ユリアスやテーブルを選び、解析したい項目を選ぶ。

このコンポーネントは、DecisionCubeEdit，Orを呼び出すとい

う以外は、Queryコンポーネントとたいして違いはなく、自分

でSQL文を記述したり、VisualQueryBuildel・を使ってもよい。

設定が終わったらDecisionCubeを配置して、DataSetプロパ

ティにDecisionQuerylを設定する。

さらに、DecisionSourceを配置し、DecisionCubeプロパティ

にDecisionCubel　を設定する。これは、データ処理における

Dat，aSourceのようなもので、DecisionCubeと表示用コントロ

ール（DecisionPivot、DecisionGrid、DecisionChart）の仲介

役となっている。

DecisionCubeでは、解析のために許されるメモリや個々の次

元や要約に関する情報を設定できる。たとえば、四半期ごとの

解析といった設定が簡単にできる。

フォームに表示用コントロールを配置し、DecisionSourceプ

ロパティにDecisionSourcelを選ぶと、指定された解析が解析

され、それぞれの形式で表示される。

DecisionGridとDecisionChartは∴それぞれ解析した結果を

ダ）ッドやチャートで表示する。DecisionPivotは、解析する条

件を変更するためのコントロールで、条件を変更したり、ピボ

ット（軸）を入れ替えたりするために使う。もっとも、軸の変

更や条件の切り替えは、グリッドの左上にある見出しをドラッ

グ＆ドロップしたり、（＋）や（－）の印をクリックしてもよい。

画面9．DecisionCubeの使用例
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Decision Cubeの果たす役割は、限られた紙面で紹介できる

ほど小さなものではない。しかし、高価だった従来の多次元解

析ツールに匹敵する機能を、作成するアプリケーションに埋め

込んで利用できるというのは、何にも変え難い特長といってよ

いだろう。いままで同様の機能を取り込もうとしていた開発者

に申し訳ないくらいである。

Decision Cubeは、Delphiがエンタープライズ開発での圧倒

的地位を占める重要な鍵となるだろう。

Web筋アプリケーションのl親患

Delphi3のPro危ssional版以上には、従来同様Internet

Solutions Packがバンドルされる。Delphi3Client／Server

Suiteには、Webサーバー側のアプリケーションを開発するた

めの充実した機能が提供される。

画面10．コ ンボーネン トパレットのInternetページ

コンポーネントパレットのInternetページの左側にあるもの

は、Int，ernetSolutionsPackのActiveXコントロール詳である

が、その右にはDelphi固有のコンポーネントが用意されている。

たとえばWebDispatcherはデータモジュールをWebモジ

ュールに変換し、HTTPの要求メッセージに対応するアプリケ

ーションを開発するためのものである。

また、QueryTableProducerやDataSetTableProducerは、指

定された問い合わせやデータセットに対応するHTMLテキス

トを生成するためのものである。どのようなHTMLテキストを

生成するかは、プレビュー画面付きのダイアログボックスで設

定できる。もちろん、ここでもリモートサーバーからデータを

参照できる。

お力〝ん＝

Delphi3の新機能は、この他にもCOMサポートの組み込み

（ネイティブCOM）、Borland Database Engineによる

Micl・OSO請Accessのデータベース処理、DBRichEditなど新しい

コンポーネントの拡張やプロパティの追加、オブジェクトリポ

ジトリの共有、データベースデスクトップのサポートなどがあ

る。また、本文でも触れたがDelphi3Client／ServeでSuiteでは

NT4．0などで提供されているDCOMを使って、リモートサー

バーで提供されるデータベースを処理することもできる。

もちろん、フォームの継承、オブジェクトインスベクタによ

るイベントハンドラの共有、ドラッグ＆ドロップでフォームを

設計できるデータベースエクスプローラや項目エディタといっ

た従来からの機能は、そのまま引き継がれている。

Delphi3の強力な新機能により、今後ますますDelphi利用者が
増えるだろう。
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米ポーランドがはじめてCの処理系をリIノースしたのは1987年、ちょうど10年前のことである。当
時は、ちょうどC言語への期待が非常に高まっていた時期でもある。すでにTurboPascaIで安価かつ

高性能な処理系を提供することで知られていたポーランドが、満を持してIルースしたTurboCl・0は

そうした期待に応えるものだったと言えよう。C処理系が乱立する中での、TurboCの高速性や機能性
は他を圧倒し、不動の地位を築いたのであった。今また、C十十Builderが新たなC十十プログラミングの

時代を導くために登場した。
温故知新。ここで、C十十Buikler以前のポーランドのCIC十十製品を振り返ってみよう。

TurboCl耳1988．2～、PC－9800シソ一刀

ェデイタ、コンパイラ、リンカ、オンラインヘルプをひとつ

の開発環境に統合した製品。安価を設定でありながら、メニュ

ーによる容易な操作とキー割り当てをカスタマイズできるエデ

ィタ、言語やライブラリ関数に対応するオンラインヘルプなど

により、プログラミング作業が容易になった。また、コンパイ

ラは規格策定中であったANSICへの積極的な対応や充実した

ェラー・警告メッセージ、lパスコンパイルによる高速処理、6

つのメモリモデル、BGI㊤orland Gl・aPhicsInterぬce）、BIOS

や画面制御ライブラリなどが標準添付された。当時は珍しかっ

たライブラリソースコードのオプション販売も行なわれた。

画期的なコストパフォーマンスにより、初心者からプロフェ

ッショナルまで幅広い支持を得た。

TtlrboC2華198＆12～、PC－9800シリーズ 用臨月、A刈

統合開発環境にソースレベルデバッガが組み込まれた。また、

ェデイタバッファとしてのEMSの利用、エミュレータの高速

化、Tul・boHelpのサポート、コンパイル速度の向上、ANSIC

対応の80bitlongdoubleなどが追加された。

Turbo Assembler＆DebuggerをバンドルしたTurbo C2・O

Pro危ssionalも発売された（1989．4）。

Tu的OC十十［1990．12～、PC”鈎00シリーズ7

ポーランドにとって、はじめてのC十十対応製品。全面的な改

良が施され、TurboC十十と命名された（バージョンは1・0）。

ANSICに加え、多重継承や関数の自由なオーバーロードを含

むAT＆TC十十2．0に対応した。当時、比較的多かったトランス

レータ形式のものに比べ、完全なC十十ネイティブコンパイラで

あり、ソースコードデバッグなどにも制約を受けることがなか

った。また、Programmel・一sPlatR）rmと呼ばれる新しい統合開

発環境では、大規模ファイルやアンドゥ・リドゥに対応したエ

デイタや自動依存情報によって効率化されたプロジェクト機能

をサポートした。また、EMSⅨMS対応の効率的なオーバーレ

イ技術VROOMMⅣirtualRuntime ObjectOrientedMemory

Manager）が採用された。

Tul・bo Debuggel・＆TooIs　をバンドルした　Turbo C十十

Pro危ssionalも発売された。

後に、添付マニュアルの一部を別売とし価格を改訂した

Turb。C十十2ndEditionが発売された（1991．4）。

BonandC十十2．0［1991。8－、PC”9800シリーズ7

ポーランドではじめてWindows3．0対応アプリケーションを

開発できるようになったCIC十十コンパイラ。統合開発環境を使

ってDOSIWind。WSに対応するア71）ケーションを構築できる。

また、プロテクトモード対応のコンパイラや統合開発環境によ

って、大規模なアプリケーションも構築できた。また、すべて

のWind。WSリソースをビジュアルに編集できる　Resource

Wol・kshopやTurboDebugger仲ro創er／Assemblerなどプロフ

ェッショナル向けの機能も標準添付された。

BorねndC十十＆AppIicauonFlrameworks2・ql1991・12～・ PC－9800シリーズ7

B。rland C十十2．0　に、Windows用クラスライブラリ

ObjectWindowsとDOS用クラスライブラリTurboVision、お

よびライブラリソースコードを標準添付した製品。

ObjectWindowsは、BorlandC十十で拡張されたDDVTのynamic

DispatchVirtualTable）という仕組みを使うことで、膨大な

Windowsメッセージを効率的に処理することができた。Turbo

visi。nは、TurboPasca16．0に開発されたものをC十十に移植し

たもので、メニュー、マルチウインドウ、ダイアログボックス

などを使ったキャラクタベースのユーザーインターフェースを

効率的に構築するためのクラスライブラリである。

BohandC十十＆AppIica柿onF7ameworks a叫1992．4～、PC”9800シリーズ DO的

C十十のテンプレート機能をはじめとするAT＆TC十十3．0を実

現し、グローバルな最適化機能が組み込まれた。また、アプリ

ケーションの構築時間を大幅に短縮できるプリコンパイルヘッ

ダが採用された。Windows用の統合開発環境（Tu・・boC十十R）r

Wind。WS）が標準添付され、Windows上でアプリケーションを

開発できるようになった。さらに、Windows上でDOSコンソ

ールをエミュレーションするEasyWinなどライブラリも強化

された。

BorhndC十十3華1992．6～、PC－9800シリーズ DOgW

Frameworks3．0からObjectWindows、BorlandC十十＆App． Turb。Vision、ライブラリソースコードを省いた製品。
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Tuめ0－cすずめrW肋dow53。岬9926一、PC－9800シリーズDO的

Windows　アプリケーションの開発のみをサポートする

Cic十十コンパイラ。Windows上で動作する統合開発環境、

ObjectWindows、テンプレートもサポートするC十十コンパイラ

とANSIC対応コンパイラが組み込まれている。　また、Turbo

Debuggel・めrWindowsが標準添付されている。グローバルな最

適化機能はない。

BoIねndC十十＆AppIieafibnFlrameworksS・7

BelねndC十十3．1［1993．6－、PC－9800シV－ス＼DoSM

Windows3．1に対応したBorlandC十十。最適化を含むBorland

C十十のコンパイル機能を利用できるWindows用とDOS用の統

合開発環境を持ち、カラー構文強調表示、386コード生成や効

率的なC十十の呼び出し形式などがサポートされた。

7tJrboC十十fbrW肋dow53。1［1993．6～、PC－9800シリーズDOSM

Windows3．1に対応したTurboC十十。統合開発環境のエディ

タは、カラー構文強調表示をサポート。Windows3．1のための

インポートライブラリやヘッダファイルが提供され、一般保護

違反をトラップするWinSpectorが標準添付された。

BohandC十十4．0．u1994．9～、PC－9800シリーズ＆DOS／V廟的卸

DOS／Windows3．x／WindowsNT対応の16132ビットアプリケ

ーションを開発できるC／C十十開発システム。Windows3．1用の

統合開発環境から、単一のプロジェクトでこれらのすべてに対

応するアプリケーションを開発できる。コンパイラは、例外処

理や実行時型情報、テンプレートをサポートしている。また、

標準的なC十十によって全面的に書換えられたObjectWindows

2．0は、DocIViewやツールバーなどを16I32ビットの両方で利

用でき、ソースコードの共通化を実現している。さらに、

AppExperuClassExpertによるビジュアルプログラミングもサ

ポートした。オプションのBorlandPowerPackRlrDOSl16／321

と組み合わせれば、16ピット132ピットのDOSプロテクトモ

ード対応のアプリケーションも作成できる。

後に、BorlandDatabaseEngine2．0付きのBorlandC＋＋4．0J

withDatabaseEngineが発売された（1995．9）。

Tu心oC十十4．OJfbrDO卸1995L4～、PC”9800シリーズ＆DOSW屈筋肉腫読切

プロテクトモードで動作し、充実した機能を持つ統合開発環

境をサポート。テンプレートや例外処理、実行時型情報などの

C十十機能、オプションのBorlandPowel・PackRlrDOS16と組み

合わせてプロテクトモードアプリケーションの開発にも対応し

ている。PC－9800シリーズとDOSNの両方で動作するライブ

ラリや両機種用のTurboDebuggerが標準添付されている。

BoIねndC十十4．u

BoIねndC十十4．5Jwi的DafabaseEnginel1995．12－、PCL9800シリーズ＆DOS／V局勅封

DOSパVin16／Win32対応の16132ビットアプリケーションを

開発できるC／C十十開発システム。OLE2プログラミングを効率

化するObjectComponentsFramework（OCF）がサポートされ、

OLEサーバー、OLE　コンテナ、OLEオートメーションなどの

プログラミングが容易になり、ObjectWindows2．5はOCFによ

ってOLE対応が拡張された。また、VBXを32　ピットアプリ

ケーションで利用する機能やObjectWindowsを使ったサンプ

ルゲームが追加された。　さらに、Windows95対応のヘッダフ

ァイル・インポートライブラリが提供された。

Borland C十十4．5J with Database Engineは、Paradoxや

dBASE　で使われている16　ピット版の　Borland Database

Engine㊤DE）の開発キットをバンドルした製品。ユーザーアプ

リケーションにBDEを組み込むことで、ParadoxやdBASEデ

ータを容易にアクセスできる。

Bo佃ndC十十5．0。I

BoIねndC十十Det／ebpmeTItSuife5LOt〃1996L8～、W肋dbws95＆NT3・57m発売帥

Windows95INTに対応した32ビット対応の統合開発環境を

持ち、Windows95lNT13．1／DOS対応の32／16ピットアプリケー

ションを開発できる製品。AppExpeI・tIClassExpertによるビジ

ュアルプログラミング、強力なカスタマイズ機能、マルチスレ

ッド対応のデバッガ、リソースエディタ、バックグラウンドコ

ンパイルなどの機能を備える。コンパイラは、例外処理、名前

空間、eXplicit／mutable、標準C十十ライブラリなどの新しいC十十

機能をサポートする。Windows95　の機能に対応した

ObjectWindowsが添付され、一部のWin95コントロールは

Windows3．1でも使えるようエミュレーションされる。32ビッ

トでのVBXのサポートやOCXコンテナの32I16ピットでのサ

ポートを含め、広い範囲で32116ビットアプリケーションの並

行開発を実現している。また、VisualDatabaseTooIsにより簡

単なマウス操作でデータベースアプリケーションも作成できる。

BorlandC＋＋DevelopmentSuite5．OJではBol・landC十十5．OJ

に加え、メモリのバグをすばやく見つけるCodeGuard32116、

インストーラ作成ユーティl）ティInstallShieldExpI・eSS、バー

ジョン管理を支援するPVCSなどが含まれている。

nlIboC十十5LOJbTW肋dbws95＆WmdowsN771996，9～、W的dows95＆NT3・57m発売中）

Windows95INTに対応した32　ピット対応の統合開発環境を

持つ製品。BorlandC十十5．OJから、16ビット対応、グローバル

（★発売中）と明記されている製品以外は、現在は販売しておりません。

な最適化、コマンドラインツール、ライブラリソースコードを

除いたもの。
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大ブームを巻き起こしたJavaも、今は落ち着いた状態に見える。理由のひとつは決定的なツール

の欠如だろう。ブームに乗らんとばかりにリリースされたツールは、本来開発ツールにあるべき使

いやすさや標準化など重要なポイントが押さえ切れていなかった。だが、JBuilderは違う。長期に

渡る検討が繰り返され、ほんものの開発ツールとしての実力が備わっている。

JBu〃めrの館長

Javaにとって、これまで開発ツールに恵まれなかったのはア

ンラッキーだったというしかない。ポーランドも、Latteという

コードネームで早くからJava対応ツールのリリースをアナウ

ンスしていたが、これまで実物を手にする機会がなかった。

だが、ポーランドは長い時間を無駄に過ごしていたわけでは

ない。JavaBeans（Javaコンポーネント）への協力をはじめ、

実用的な開発ツールとしての体力を着々と身に付けてきたので

ある。JBuilderと名付けられたJava開発ツールは、Web上で

配布されるクロスプラットフォーム対応のアプリケーションや

コンポーネント、さらに多層開発に対応するアプリケーション

をすばやく構築できるツールである。

JBuilderには、次のような特長がある。

●　コンポーネントを使ったビジュアル開発の実現。

●　主要な業界標準に対応することで、最大限の柔軟性を提供。

●　オープンかつ拡張性の高い環境。

●　デスクトップからエンタープライズまで対応するスケーラ

ビリティの高いデータアクセスツールDataDil・eCtOr。

●　プロフェッショナルの使用に耐える開発ツールとJavaや

Webに最適化されたコンパイラ。

こうした、既存のツールに見られなかった特長により、信頼

性やパフォーマンスの高いJavaアプリケーション／アプレッ

トを開発できるようになるだろう。

ビジュアル傍発

JBuildel・は、数々の賞を受賞したポーランドのDelphiの開

発環境をモデルとしており、さらにすぐれだ性能を持つアプレ

ットやアプリケーションを開発するために最適化されたツール

群が組み込まれている。

画面1はJBuilderを起動した直後のようすである。Delphi

のようなスピードバーやコンポーネントパレットが用意されて

いることがおわかりいただけるだろう。しかし、ただDelphi

そっくりの環境に終始しているわけではない。ここには、純粋

なJavaコードとビジュアル開発を両立させる能力が統合され

ているのである。

画面1．JBuildel・のビジュアル開発環境
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プロジェクトウイザードを呼び出せば、空のアプリケーショ

ンプロジェクトが作られる。アプリケーションやアプレットを

作成するウイザードも用意されている。また、コンポーネント

をドラッグ＆ドロップして、アプレットやアプリケーションを

ビジュアルに設計できる。コンポーネントは定義済みのものも

使えるし、自分で拡張することもできる。オブジェクトインス

ベクタで、コンポーネントのプロパティを設定したり、イベン

トハンドラにJavaコードを割り当てた後、コンパイルする。こ

れで、PCでも、Macintoshでも、UNIXでも、ネットワークコ

ンピュータでもJavaをサポートしている環境ならどこでも実

行できるプログラムができあがる。

JBuilderのビジュアル開発環境を使えば、信頼性の高いアプ

リケーションをすばやく開発できる。．Ⅱねilderに組み込まれた

2Way－Toolは、ビジュアルな設計とそれに対応する純粋なJava

コードとを連携させる。このような処理のためにも、Javaに特

殊な拡張は施されているわけではなく、常に純粋なJavaコード

が生成される。

JBuilderの対話型開発ツールによって、データベースとの接

続も簡単になる。JBuilderは、ビジュアル開発でもソースコー

ド開発でも制約はない。JBuilderは、アプリケーションのプロ

トタイプをすばやく作成できるというだけでなく、製品品質に

移行させるための機能を持っている。

また、オープンで拡張性のある開発環境には、新しいアドイ

ン、エキスパート、あるいはコンポーネントを組み込める。プ

ログラマーは、必要に応じて自由に開発環境をカスタマイズで

きるのである。また、ビジュアルコンポーネントデザイナによ

って、独自のコンポーネントを作成することもできる。

主要素業界鹿茸のサポート

ポーランドは、JBuilderに最大限の柔軟性を与えるため、最

新の標準仕様を盛り込む予定である；JBuildel・のOpenVM（TM）

アーキテクチャは、MicrosoftIntemet ExplorerやNetscape

Navigator（TM）、さらにSunのプラットフォームで使えるアプ

リケーションの開発とデバッグを実現する。

また、JBuilderは信頼性の増したJDK1．1をサポートし、さ

らにJavaのコンポーネントモデルであるJavaBeansについて

は、開発レベルでJavaSo節に協力している。

JBuilderはユニークな特長を持っているが、それは独自拡張

に基づくものではない。Java自身の大きな特長である移植性を

損なわないように配慮された上で、開発者に幅広い選択版を与

えているのである。
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AppBrowserは、プロジェクト管理やオブジェクトの操作を

単純化する。画面1でプロジェクトや個々のオブジェクト、ソ

ースコード、フォームデザイナを統合しているのが

AppBrowsel・である。数多く特長を持つJBuilderであるが、

AppBrowserによってウインドウが乱雑にオープンされるのを

防ぎ、すっきりとしたユーザーインターフェースを実現してい

る。もちろん、エディタやブラウザは必要に応じてカスタマイ

ズできるようになっている。JBuilderは、複数のプロジェクト

のオープンや、複雑なアプリケーションプロジェクトを容易に

管理できるように設計されている。

黄燐の原発

アプリケーションやアプレットを作成するためには、専用の

ウイザードツールを利用すればよい。プロジェクトがない状態

で、アプレットウイザードを呼び出せば、まずプロジェクトウ

イザード（画面2）を使って空のプロジェクトを作成し、アプ

レットウイザード（画面3）で順に必要な項目を設定すれば、

基本的な枠組みが生成される。

画面2．プロジェクトウイザード
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画面3．アプレットウイザード
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JBuilderの実際の設計画面を画面4に示す。フォームには、

コンポーネントパレットから選んだボタンやエディットなどの

コンポーネントが配置されており、オブジェクトインスベクタ

でコンポーネントのプロパティを設定できる。

画面4．フォームの設計とオブジェクトインスベクタ
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フォームにコンポーネントを配置すると、即座にソースコー

ドに反映される。たとえば、画面4のフォームに対しては、次

のようなプログラムコードが生成される。

public claBs Test e＊tendB Applet t

pl】blic xYLayout XYLayoutl　＝neW XYLayoutOi

public booleanisStandalone　＝　falBe；

TextField textFieldl　＝netH・TextFieldO；

Labellabell　＝neW・I．abel（）i

ButtOn buttOnl　＝　neW ButtOnOi

Button button2　＝　ne暢ButtOn（）i

I．istlistl　＝　netdi List（）i

Checkbox checkboxl　＝　netr CheckboxOi

Checkbox checkbox2　＝　nuerlr CheckboxO；

Checkbox checkmx3　＝JleⅣ〔heckImxOi

もちろん、オブジェクトインスベクタを使えば、コンポーネ

ントのイベントハンドラのためのメソッドを自動生成し、Java

でプログラミングできる。

DaねDhでcfor

JBuildel・のDataDirectol・アーキテクチャを使うことで、堅牢

でスケーラビリティの高いクライアントlサーバーアプリケー

ションを迅速に開発できる。DataDirectorは、強力なデータベ

ースコンポーネントとツールの総称であり、データベース対応

のアプリケーション構築を手助けする。DataDirectorは、JDBC

やODBC互換のデータソースへのアクセスをサポートしている。

データソースへの接続は、Oracle、Sybase、In6〕rmix、Intel・base

などのネイティブドライバを使って実現されている。これには、

単独のマシンでANSI92互換のSQLエンジンを使える

InterBaseサーバーも含まれる

．佃旧観適確ツール籍

JBuilderを使ってWeb上で配布されるクロスプラットフォ

ームのアプリケーションを迅速に開発するため、JBuilderは純

粋なJavaアプリケーションを生成する。JBuilderは、クロス

プラットフォームのアプリケーション、ヘルプ、コンポーネン

ト、接続性をサポートし、アプリケーションの移植性が維持さ

れる。

さらに、マルチプラットフォーム上でのジャストインタイム

コンパイラが、アプリケーションの実行を高速化する。インタ

ーネット上でのリモートデバッグは、マルチプラットフォーム

での開発をさらに容易にする。
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行き鳥い鳥サポートツール

強力で使いやすい統合デバッガによって、プログラム上の問

題点′をすばやく特定し修正できる。高速なJavaコンパイラと自

動依存解析によって、コンパイル時間にいらいらさせられるこ

ともない。また、充実したサンプルは、Javaプログラミングの

学習に役立つだろう。また、オブジェクトギャラリーには、プ

ロジェクト、コンテナ、エキスパート、コンポーネント、クラ

ス、ソースファイル、コードの一部などあらゆる情報を再利用

のために保有しておける。

C十十の標準テンプレートライブラリ（STL）をモデルにした

JavaGenericLibrary（JGL）を使えば信頼性が高いデータ構造

をアプリケーションに組み込むこともできる。また、パフォー

マンスの高いオブジェクト指向データベースである　0両ect

Design社のObjectStorePSEめrJavaによって、永続的な記憶

をアプリケーションに組み込むこともできる。

まとめ

最後に、．〕Builderを使ってみたいという人に朗報がある。米

ポーランドは、先月末からホームページでJBuilderの評価用リ

リースの申し込みを受付を始めた。この申し込みは、Borland

Onlineのメンバーに登録し、いくつかのアンケートに答えるだ

けである（ただし、申し込み多数の場合は抽選となる）。ほん

もののJavaツールを探している人は、是非トライしてみて欲し

い。

（参照先：http：／／www．bol・land．comI）

編集後記・休刊のご案内《
当初は単発の企画に過ぎなかったので、3年目ともなるとさ

ほどのアイデアも出てこない。今回は、製品紹介に終始してい

るところもあるが、ご容赦願いたい。また、JBuilderとDelphi

3については、発売前の製品であるので、実際に発売されると

きの機能や名称は変更される可能性がある。この点も、あらか

じめご了承いただきたい。

さて、2度あることは3度あるのか、3度目の正直なのか、と

もかくも第　3号が発行された。いつものことだが、C

MAGAZINE編集部の寛容さに感謝するばかりである。

カタログなどに比べさほどの数を配布していないので、経緯

をご存じない方も多いと思うが、第1号が「BCMAGAZINE」

第2号が「DMAGAZINE」であった。去年の今ごろは「このペ

ースだと、来年はRにするか、Jまでとばすか」などという話

をしていたものである。ちなみに、「E」とはC十十Builderの開

発コード名Ebonyのことであり、「J」というのは本文でも紹

介したくJBuilderのことである。しかし、C十十Builderという名

前で製品が出た以上、ここは逆戻りさせて「CB」としようとい

うことになったのだ。この先には「A」しかないので、来年はア

センブラの特集でもしようかと思う今日この頃である。

もっとも4度目があるかどうかは、誰にもわからない。（0）
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